
　
こ
の
夏
、
実
父
の
初
盆
を
迎
え
た
。
一

人
暮
ら
し
の
中
、
病
気
を
患
い
、
家
族
に

よ
る
介
護
が
難
し
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

数
年
前
か
ら
介
護
施
設
に
入
所
し
て
い
た

が
、
体
調
を
崩
し
、
医
療
機
関
に
転
院
を

繰
り
返
し
、
天
寿
を
全
う
し
た
。
幸
せ
な

生
涯
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
一
方
で
、
本
人
は
自
身
が
生
ま
れ
育
っ

た
自
宅
で
の
生
活
に
こ
だ
わ
り
、
施
設
へ

の
入
所
を
頑
な
に
拒
み
続
け
て
い
た
。
深

夜
・
日
中
の
家
族
の
負
担
は
大
き
く
、
父

本
人
も
自
分
自
身
の
思
い
と
家
族
の
悩
み

の
狭
間
で
揺
れ
動
き
、
双
方
に
と
っ
て
本

当
に
苦
し
い
時
期
で
あ
っ
た
。
最
期
は
自

宅
外
で
看
取
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
父
に

と
っ
て
本
当
に
良
か
っ
た
の
か
自
問
自
答

す
る
日
々
で
も
あ
っ
た
。

　
支
え
て
い
た
だ
い
た
多
く
の
職
員
の
皆

様
に
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
父
の
気
持
ち
を

尊
重
し
て
、
で
き
る
限
り
の
こ
と
を
し
て

い
た
だ
き
、
感
謝
し
か
な
い
。

　
在
宅
で
あ
れ
、
施
設
で
あ
れ
、
同
様
な

環
境
に
置
か
れ
て
い
る
多
く
の
方
が
福
祉

の
仕
事
に
携
わ
る
方
々
に
支
え
ら
れ
て
い

る
。
福
祉
人
材
は
地
域
社
会
に
お
け
る
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
と
な
る
も
の
で
あ
り
、

一
朝
一
夕
に
は
い
か
な
い
が
、
本
会
と
し

て
も
引
き
続
き
福
祉
人
材
の
確
保
・
育
成
・

定
着
に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

も
え
く
さ
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物
価
高
騰
等
ア
ン
ケ
ー
ト
を
昨
年
度
に
引
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続
き
実
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つ
な
が
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こ
ど
も
食
堂
・
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を
と
も
に　
▼
６
ペ
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物
価
高
騰
等
ア
ン
ケ
ー
ト
を
昨
年
度
に
引
き
続
き
実
施

高
齢
分
野
50
・
８
％

障
害
分
野
43
・
９
％
が

赤
字
経
営

長
期
化
す
る
物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
り
、

厳
し
い
経
営
状
況
が
継
続

　
法
人
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
は
「
収
支
状

況
が
大
幅
に
悪
化
し
て
い
る
」
が
12.
0
％
、

「
収
支
状
況
が
悪
化
し
て
い
る
」
が
34.
8
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。「
変
わ
ら
な
い
」
と

回
答
し
た
法
人
の
中
に
も
「
２
期
連
続
赤

字
」
が
6.3
％
、「
２
期
連
続
収
支
均
衡
」
が

13.
９
％
含
ま
れ
て
お
り
、
全
体
の
67
％
が

　
厳
し
い
経
営
状
況
に
対
し
て
は
、
多
く
の

法
人
・
施
設
が
節
電
や
省
エ
ネ
機
械
の
導
入

等
に
よ
る
工
夫
や
内
部
留
保
の
取
崩
し
に
よ

り
経
営
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
利

用
者
負
担
金
を
改
定
し
た
」
と
回
答
し
た
法

人
が
28.
5
％
と
昨
年
度
調
査
時
点
と
比
較

し
て
16.
4
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
お
り
、
利

用
者
負
担
を
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
厳

し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
結
果
で
し

た
。
物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
り
、
府
民
の
暮

京
都
府
社
協
で
は
、
物
価
高
騰
に
よ
る
社
会
福
祉
法

人
・
施
設
の
経
営
状
況
に
関
す
る
調
査
を
令
和
４
年
度

よ
り
実
施
し
て
お
り
、
今
年
度
も
京
都
府
社
会
福
祉

法
人
経
営
者
協
議
会
と
共
同
で
、
両
団
体
の
会
員
法
人

（
４
１
１
法
人
）
を
対
象
に
実
施
し
ま
し
た
。（
回
答
法

人
：
１
５
８
法
人　

回
答
率
：
３８
・
４
％
）

求
め
ら
れ
る
処
遇
改
善
と

財
政
支
援

利
用
者
数
は
減
少
し
て
も
、

経
費
は
増
加

　
全
国
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会
の
資

料
に
お
け
る
職
種
別
平
均
賃
金
で
は
、
全
産

業
平
均
と
比
較
し
て
保
育
士
は
4.8
万
円
、
介

護
分
野
の
職
員
は
6.9
万
円
賃
金
が
低
く
、
賃

金
差
が
拡
大
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、「
様
々
な
媒
体
を
利
用

し
て
職
員
募
集
を
し
て
い
る
が
、
不
十
分
な

状
況
が
続
い
て
い
る
」、「
他
業
種
へ
の
転
職

等
、
離
職
者
が
出
て
い
る
」
等
、
人
材
の
確

保
、
定
着
の
難
し
さ
に
関
す
る
声
が
寄
せ
ら

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
提
供
し
た
食
数
、

利
用
者
数
に
つ
い
て
は
、
少
子
化
に
伴
う
保

育
利
用
児
童
数
の
減
少
や
施
設
の
競
争
激
化

に
よ
る
利
用
者
数
の
減
少
に
よ
り
、
す
べ
て

の
種
別
に
お
い
て
減
少
し
て
い
ま
す
。
一
方
、

利
用
者
数
が
減
少
し
て
も
水
光
熱
費
等
の
負

担
は
変
わ
ら
ず
、
ま
た
、
食
材
費
等
の
高
騰

に
よ
り
、
一
食
当
た
り
の
食
事
に
係
る
費
用

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
経
費
は
感
染

症
対
策
物
品
以
外
の
す
べ
て
の
項
目
で
増
加

し
て
お
り
、
長
期
化
す
る
物
価
高
騰
の
影
響

が
法
人
・
施
設
の
経
営
に
大
き
く
影
響
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
京
都
府
社
協
に
お
い
て
は
、
京

都
府
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会
な
ど
福

祉
施
設
を
運
営
す
る
団
体
等
と
連
携
し
な
が

ら
、
京
都
府
を
通
じ
て
社
会
福
祉
法
人
・
施

厳
し
い
状
況
で
あ
る
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

（
図
１
参
照
）。

　
法
人
全
体
の
収
支
に
つ
い
て
は
、
法
人
・

施
設
の
36.
7
％
が
「
赤
字
経
営
で
あ
っ
た
」、

25.
3
％
が
「
収
支
均
衡
は
ほ
ぼ
均
衡
し
て

い
る
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
（
図
２
参
照
）。

分
野
別
で
は
、
高
齢
分
野
の
50.
8
％
、
障

害
分
野
の
43.
9
％
が
赤
字
経
営
と
い
う
大

変
厳
し
い
結
果
で
し
た
。

利
用
者
負
担
を

改
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に

設
の
実
態
を
伝
え
、
福
祉
予
算
の
拡
充
を
要

請
し
て
き
ま
し
た
。
京
都
府
社
協
で
は
、
関

係
団
体
と
と
も
に
京
都
府
や
国
に
対
し
て
引

き
続
き
要
望
を
続
け
る
こ
と
で
、
京
都
の
福

祉
を
守
る
取
り
組
み
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

図１
【経営状況】

（n=158）

黒字赤字

ほぼ均衡

無回答

36.7％36.7

25.3％

1.3％

図2
【全体収支】

ら
し
も
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
た
め
、法
人・

施
設
に
お
い
て
は
使
用
す
る
食
材
の
変
更
や

事
業
縮
小
等
、
経
営
努
力
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス

の
質
を
守
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ア
ン

ケ
ー
ト
に
は
「
こ
れ
以
上
、
削
減
で
き
る
経

費
は
な
い
」
と
い
う
声
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て

お
り
、
法
人
・
施
設
の
努
力
だ
け
で
は
質
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
が
難
し
い
状
況
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。
他
に
は
、
人
員
確
保
が
で
き
な

い
た
め
、
事
業
を
縮
小
し
た
と
い
う
声
も
あ

り
、
経
営
状
況
の
厳
し
さ
や
人
材
確
保
・
定

着
の
難
し
さ
に
よ
り
、
府
民
の
暮
ら
し
を
支

え
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
も
影
響
が
出
始
め
て

い
ま
す
。
社
会
福
祉
法
人
・
福
祉
施
設
の
経

営
を
守
り
、
地
域
の
福
祉
を
支
え
る
た
め
に

は
、
早
急
な
処
遇
改
善
と
物
価
高
騰
対
策
支

援
金
等
の
財
政
支
援
の
継
続
が
必
要
で
す
。

高齢

障害
児童

社会福祉協議会
合計（複数回答可）
回答法人数

回答数 割 合
61

24

38.6%

15.2%

41

181

25.9%

ー

79

158

50.0%

100%

160％ 157％
155％

163％

電気料金

ガス料金

給食費、食材費
業務委託費

感染症対策物品
（消毒・マスク等）

その他

ガソリン（軽油）代

143％

136％

120％

83％

141％

118％

85％

143％

117％

80％
R3 R6R5R4

100％

120％

140％

112％

101％

99％

112％

104％

アンケートの自由記述欄には、社会福祉法人・施設の経
営状況に関する次のような声が寄せられています。

食材費の高騰に対応するため、使う食材を生野菜から
冷凍野菜に変更する等、経費を節約し、利用者負担が
増えないように工夫をしている。しかし、パッド等の
介護用品や洗濯等の委託費も値上がりしており、物価
高騰が経営を大きく圧迫している。これ以上、何を削
れるか頭を悩ませている。

給食業務委託金額を維持継続するために、委託会社の
負担軽減となるよう調理済み食品を取り入れたことで、
食材費が増加した。また、委託会社の負担軽減のため
に献立内容の工夫や対応策にも協力しており、現場の
業務負担が増えている。

質の高いサービスを提供するためには、人材の確保と
定着が必要。物価が高騰しているため、職員の生活を
守るために給与を上げたいが、実際は難しい。若手育
成のために将来性も夢もある業界でありたいが、現実
は後ろ向きな状況。

物価だけではなく、他産業との賃金格差の解消と最低
賃金に連動した財源の確保が必要。人件費の削減等、
処遇にも影響がでており、また、他業種の求人の増加
もあり他業種へ転職する者も出ている。一施設の努力
で出来ることには限界がある。

利用者の安心・安全な環境を守るためには光熱費・衛
生費・給食費を過度に減額できない。現在の利用者負
担では、必要な栄養バランスや食事量を維持すること
ができない。また、気温上昇に伴う熱中症対策のため
の設備投資が必要だが、財源が不足している。このま
までは利用者の安心・安全を守ることができない。

介護ロボット・ICT等、生産性の向上に取組みたいが、
設備投資をする余裕がない。

物価高騰を見据え、職員研修、給食の取引業者の見直し、
節電、省エネ機器への変更等、様々な策を講じているが、
それでも経費は増加し続けている。感覚的には、掛かっ
ている経費以上に法人の負担は増加している。

アンケートの声

経費の増減率

大幅に
悪化している

悪化
している

二年連続赤字

2年連続
収支均衡

悪化

12.0％

34.8％
6.3％

13.9％

46.8％

変わらない
（赤字、収支均衡）
20.2％

3 2



①

③

⑤

②

④

⑥

　
白
川
学
園
は
、
障
害
児
入
所
施
設
か
ら
始

ま
り
、
現
在
で
は
成
人
も
利
用
で
き
る
障
害

者
支
援
施
設
を
併
設
し
て
い
ま
す
。

　
障
害
者
支
援
施
設
と
は
、
障
害
者
の
日
常

生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る

た
め
の
法
律
（
障
害
者
総
合
支
援
法
）
第
５

条
11
項
で
定
め
ら
れ
、
障
害
者
の
暮
ら
し
の

場
や
日
常
生
活
上
の
ケ
ア
を
提
供
す
る
施
設

で
す
。

　
ま
た
、
障
害
児
入
所
施
設
と
は
児
童
福
祉

法
第
42
条
で
定
め
ら
れ
、
障
害
児
の
暮
ら
し

の
場
や
日
常
生
活
上
の
ケ
ア
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
地
域
で
の
自
立
し
た
生
活
に
つ
な

が
る
よ
う
支
援
を
提
供
す
る
施
設
で
す
。

　
創
立
者
で
あ
る
脇
田
良
吉
氏
は
、
明
治
31

年
に
京
都
市
淳
風
尋
常
小
学
校
の
教
員
と
し

て
子
ど
も
た
ち
に
接
す
る
中
で
、
学
業
不
振

の
子
ど
も
た
ち
が
多
く
い
る
こ
と
に
気
づ
き

ま
す
。
当
時
は
、
小
学
校
の
義
務
教
育
化
が

進
み
、
１
ク
ラ
ス
約
70
人
と
多
い
上
に
教
員

不
足
で
も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
十
分
な
教

育
が
届
き
に
く
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、
教
員
仲
間

と
と
も
に
「
春
風
倶
楽
部
」
を
開
設
し
、
学

業
不
振
の
子
ど
も
へ
の
補
習
学
習
を
始
め
ま

し
た
が
、
始
業
前
か
放
課
後
に
行
っ
て
い
た

た
め
、
子
ど
も
た
ち
が
疲
労
し
か
え
っ
て
負

担
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、

あ
る
生
徒
を
下
宿
に
引
き
取
り
、
寝
食
を
共

に
す
る
こ
と
が
教
育
効
果
に
つ
な
が
る
こ
と

に
気
づ
き
ま
し
た
。
温
か
い
家
庭
に
お
い

て
、
一
定
の
教
育
方
針
の
も
と
に
養
育
す
れ

ば
、
よ
い
結
果
が
見
ら
れ
る
と
考
え
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
が
白
川
学
園
設
立
の
き
っ
か

け
と
な
り
、設
立
以
降
、「
家
庭
的・家
族
的
」

を
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
白
川
学
園
は
、「
精
神
遅
滞
」
が
顕
著
で

は
な
い
も
の
の
情
緒
や
行
動
か
ら
学
業
不
振

と
な
る
子
ど
も
の
生
活
教
育
施
設
と
し
て
、

子
ど
も
の
家
庭
復
帰
と
社
会
復
帰
を
目
的
に

明
治
42
年
、
百
萬
遍
・
知
恩
寺
山
内
に
京
都

府
教
育
会
の
付
属
事
業
と
し
て
開
設
し
た
の

が
は
じ
ま
り
で
す
。　

　
特
に
脇
田
良
吉
氏
は
、「
適
才
教
育
」
と

い
う
理
念
の
も
と
、
児
童
一
人
ひ
と
り
の
能

力
や
障
害
特
性
に
応
じ
た
教
育
の
あ
り
方
や

活
動
の
場
を
重
視
し
て
お
り
、
そ
の
考
え
は

現
在
の
発
達
教
育
や
個
別
支
援
に
通
じ
て
い

ま
す
。

　
障
害
者
支
援
の
方
法
が
確
立
さ
れ
て
お
ら

ず
、
ま
た
、
障
害
の
理
解
が
進
ん
で
い
な

か
っ
た
時
代
の
誤
っ
た
関
わ
り
に
よ
り
、
新

た
な
問
題
が
発
生
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
に

対
し
、
脇
田
良
吉
氏
は
、
毎
日
、
一
人
ひ
と

り
の
児
童
記
録
を
つ
け
、
そ
の
子
に
合
っ
た

支
援
方
法
に
つ
い
て
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

悩
み
、
苦
し
み
な
が
ら
支
援
を
続
け
ま
し
た
。

　
戦
時
中
は
、
事
実
上
の
休
園
と
な
り
ま
す

が
、
終
戦
後
に
地
域
住
民
か
ら
の
要
望
も
あ

り
、
現
在
の
「
ひ
な
ど
り
学
園
」
の
前
身
と

な
る
託
児
所
「
鷹
ケ
峰
保
育
園
」
を
開
設
。

そ
の
後
、
日
本
初
の
試
み
と
し
て
「
発
達
遅

滞
幼
児
」
の
特
別
保
育
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
か
ら
白
川
学
園
は
子
ど
も
と

成
人
の
併
設
施
設
に
再
編
し
、
新
た
に
ス

タ
ー
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
施
設
の
仕
事
は
、
悩
む
こ
と
も
多
い
が
、

や
り
続
け
る
こ
と
で
国
や
行
政
等
に
理
解
し

て
も
ら
う
こ
と
が
大
き
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
な
が
る
」
と
脇
田
宣
理
事
長
は
語
り
ま

す
。
専
門
療
育
施
設
と
し
て
は
じ
ま
っ
た
ひ

は
じ
め
に

こ
れ
ま
で
の
あ
ゆ
み

時
代
の
先
駆
け
の

支
援
を
目
指
し
て

脇田良吉・てつ夫妻

白川学園 年表
●　教員仲間と共に構内に教育研究組織「春風倶
楽部」を開設。対象を近隣他校の児童まで拡
大し、補習授業を実施。

1905

●　京都府教育会の付属事業として「白川学園」
が百萬遍・知恩寺山内に誕生。開設時の園児
は３名。

1909

●　園児増加に伴い、現在地である鷹峯に園舎新
設移転。

1925

●　白川学園、脇田良吉氏の個人経営に移管。1912

●　戦局悪化により身寄りのない３名を除き、園
児すべて家庭引取りに。事実上の休園に追い
込まれるも、終戦により再開。

1945

●　ひなどり学園、前年度より試行の時間外保育
や宿泊保育、学齢児の放課後預かりなど家庭
事情に応じた私的支援を本格実施。

1988

●　白川学園を児童16名、成人40名の併設型
施設に再編し、新たなスタートを切る。成人
入所者の生活拠点を新棟へ移す。

2023

●　日本初の試みとして、鷹ヶ峰保育園定員60
名中30名を「発達遅滞幼児」の「特別保育」
にあてる。

1955

1946 ●　託児所を「鷹ヶ峰保育園」と命名し、定員
30名とする。

●　鷹ヶ峰保育園を廃止し、日本初の「発達遅滞
幼児」の通園施設「ひなどり学園」となる（定
員40名）。

1960

●　京都市と成人入所者の対応について協議し、
成人棟新築実施を目指す。

2021

●　鷹ヶ峰保育園で「発達遅滞幼児」３名を試験
的に受け入れ、以後、年次増加。

1951

「
明
治
か
ら
現
代
へ

　
　
　
　
つ
な
が
る
障
害
福
祉
の
歴
史
」

白
川
学
園

京
都
府
内
の
社
会
福
祉
法
人
の
歴
史
や
成
り
立
ち

を
紹
介
す
る
「
施
設
の
歴
史
」。
第
３
回
目
は
、
京

都
市
の
鷹
峯
地
区
で
明
治
時
代
よ
り
障
害
福
祉
の

原
点
と
な
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
、
日
本

で
２
番
目
に
設
立
さ
れ
た
「
知
的
障
害
児
施
設
」

の
白
川
学
園
を
紹
介
し
ま
す
。

①昭和館ｰW. ヴォーリス設計（ー1929 年）
③ひなどり（1954年）
⑤礼拝堂（2000年）、春風館（2002年）

②脇田良吉氏と園児たち
④園庭で（1997年）
⑥園内の様子

施設施設のの歴史歴史
京都の福祉

第 3 回

な
ど
り
学
園
で
し
た
が
、
通
園
し
て
い
る
子

ど
も
た
ち
の
家
庭
は
様
々
な
困
り
ご
と
を
抱

え
や
す
い
で
す
。

　
当
初
、
児
童
通
園
施
設
に
求
め
ら
れ
て
い

た
「
家
族
支
援
」
と
は
、
相
談
や
助
言
な
ど

精
神
的
な
支
援
が
中
心
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
保
育
所
で
の
障
害
幼
児
の
受
け
入
れ

が
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
時
代
、
あ
る
時
に

職
員
よ
り
「
障
害
の
あ
る
子
ど
も
を
持
つ
独

り
親
世
帯
は
就
労
の
間
、
子
ど
も
を
預
か
っ

て
も
ら
う
所
が
な
く
、
子
ど
も
を
施
設
入

所
さ
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。

子
ど
も
た
ち
が
家
庭
か
ら
離
れ
ず
に
済
む
時

間
外
保
育
を
始
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
」

と
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
提
案
を
き
っ

か
け
に
は
じ
め
た
延
長
保
育
は
、
現
在
で
は

加
算
等
制
度
に
反
映
さ
れ
て
お
り
、
目
の
前

の
子
ど
も
た
ち
の
ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
う
こ
と

で
、
家
族
の
絆
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。
脇
田
宣
理
事
長
は
、
今
後
も
家
庭
状

況
や
生
活
様
式
の
多
様
化
と
い
っ
た
社
会
状

況
の
変
化
に
い
ち
早
く
気
づ
き
、
時
代
の
先

駆
け
の
支
援
を
目
指
し
、
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「『
目
の
前
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
で
き

る
こ
と
が
あ
れ
ば
や
っ
て
み
よ
う
』
と
い
う

創
業
者
の
思
い
は
、
職
員
同
士
が
語
り
合
う

中
で
受
け
継
が
れ
て
お
り
、
職
員
が
共
通
の

使
命
感
を
持
ち
、
支
援
に
あ
た
っ
て
い
る
こ

と
は
職
員
の
定
着
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

当
法
人
で
は
、
幼
児
期
か
ら
成
人
期
ま
で
長

期
で
関
わ
る
利
用
者
も
少
な
く
な
く
、
児
童

期
か
ら
利
用
者
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
職
員

も
含
め
て
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
話
し
合

う
こ
と
が
、
関
わ
り
が
難
し
い
利
用
者
の
支

援
に
も
活
か
さ
れ
て
い
る
」
と
脇
田
宣
理
事

長
は
語
り
ま
す
。

　
ま
た
、
白
川
学
園
で
は
、
必
要
な
支
援
が

制
度
化
さ
れ
る
前
か
ら
必
要
な
支
援
を
実
践

に
取
り
入
れ
、
時
代
の
先
駆
け
と
な
る
取
り

組
み
を
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。「
近
年
の

福
祉
業
界
は
制
度
あ
り
き
の
支
援
が
一
般
化

さ
れ
つ
つ
あ
る
た
め
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を

大
切
に
し
た
い
。
自
分
た
ち
が
必
要
だ
と
思

う
支
援
に
取
り
組
み
、
制
度
を
変
え
て
い
こ

う
と
い
う
く
ら
い
の
気
概
を
持
ち
続
け
る
こ

と
で
、
福
祉
は
切
り
拓
か
れ
て
い
く
と
考
え

て
い
る
」
と
い
う
前
向
き
な
姿
勢
が
印
象
的

で
し
た
。

　
府
社
協
と
し
て
も
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を

持
っ
て
自
分
た
ち
の
支
援
を
進
め
て
い
く
福

祉
に
向
き
合
う
人
た
ち
を
応
援
し
、
そ
う

い
っ
た
社
会
福
祉
法
人
の
活
動
を
国
や
行
政

等
に
汲
み
取
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
働
き
か
け

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
再
確
認
し
ま
し
た
。

次
世
代
へ
の
継
承
と

こ
れ
か
ら
の
福
祉
へ
の
期
待

※
参
考
文
献
「
　
」
白
川
学
園
100
年
の
あ
ゆ
み
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「
お
米
が
足
り
な
い
！
」

物
価
高
騰
に
米
不
足
の

２
０
２
４
年
夏

地
域
で
人
と
人
が
つ
な
が
る

こ
ど
も
食
堂
・
居
場
所
づ
く
り
を
と
も
に

　
「
こ
ど
も
た
ち
に
お
な
か
い
っ
ぱ
い
食
べ

て
ほ
し
い
の
で
す
が
、
お
米
の
在
庫
が
減
っ

て
き
た
の
で
ど
う
し
よ
う
か
と
悩
ん
で
い
ま

す
」、「
居
場
所
参
加
者
も
増
え
て
お
り
、
今

と
と
も
に
、
申
請
方
法
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
は

じ
め
活
動
団
体
へ
個
別
支
援
等
を
行
う
な
ど
、

米
や
食
材
が
府
内
の
こ
ど
も
食
堂
・
居
場
所

等
に
広
く
配
布
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
し

た
。

　
本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
年
度
か
ら
安
定
的

な
こ
ど
も
食
堂
の
運
営
を
支
援
す
る
た
め
、

定
期
的
に
食
品
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
企

業
・
商
店
と
の
連
携
を
強
化
し
、
食
品
提
供

者
と
こ
ど
も
食
堂
等
運
営
団
体
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
等
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
企
業
か
ら
は
、
生
産
工
程
で
の
包
装
の
破

損
や
印
字
ズ
レ
で
店
頭
に
出
荷
で
き
な
く

な
っ
た
商
品
や
出
荷
期
限
の
過
ぎ
た
商
品
等

提
供
、
こ
ど
も
食
堂
へ
何
か
支
援
で
き
な
い

か
と
い
う
相
談
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

社
員
へ
寄
付
を
呼
び
か
け
、
集
ま
っ
た
食
品

を
府
内
の
こ
ど
も
食
堂
へ
と
届
け
て
ほ
し
い

月
を
乗
り
切
れ
る
お
米
が
欲
し
い
で
す
」

　
こ
れ
ら
は
、
本
セ
ン
タ
ー
へ
８
月
に
寄
せ

ら
れ
た
声
で
す
。
こ
の
夏
、
全
国
各
地
の
市

場
か
ら
お
米
が
品
薄
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
に
各
地
で
発
生
し
た
大
雨
や
高

温
被
害
に
よ
る
生
産
量
の
減
少
に
加
え
、
今

年
８
月
に
発
令
さ
れ
た
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨

時
情
報
に
よ
り
買
い
込
み
需
要
が
発
生
し
た

本
会
で
は
、
京
都
府
の
「
き
ょ
う
と
こ
ど
も
の
城
づ
く
り
事
業
」

の
委
託
を
受
け
、
き
ょ
う
と
フ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
を
平
成
29
年
３

月
よ
り
運
営
し
て
い
ま
す
。
企
業
や
地
元
の
農
家
等
か
ら
い
た

だ
い
た
食
品
・
寄
付
等
を
活
用
し
、
食
を
通
じ
た
こ
ど
も
食
堂
、

居
場
所
運
営
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
企
業
・
団
体
の

思
い
を
つ
な
ぐ

と
い
う
相
談
も
あ
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
27

企
業
・
団
体
（
８
月
末
時
点
）
か
ら
提
供
を

い
た
だ
き
、
京
都
府
内
で
活
動
す
る
こ
ど
も

食
堂
や
こ
ど
も
の
居
場
所
、
児
童
養
護
施
設

等
に
配
布
し
ま
し
た
。

　
活
動
し
て
い
る
人
と
活
動
を
応
援
し
た
い

人
の
思
い
を
つ
な
ぎ
、
京
都
全
体
で
こ
ど
も

た
ち
が
生
き
生
き
と
と
も
に
育
つ
場
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
こ

ど
も
食
堂
で
も
お
米
不
足
と
な
り
、
確
保
の

苦
し
さ
に
つ
い
て
多
く
の
団
体
か
ら
声
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
お
米
に
限
ら
ず
昨
今
の
物
価
高
騰

に
よ
り
、
地
域
の
こ
ど
も
食
堂
等
で
は
、
食

材
の
確
保
が
大
変
困
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

認
定
N
P
O
法
人
全
国
こ
ど
も
食
堂

支
援
セ
ン
タ
ー
・
む
す
び
え
の
こ
ど
も
食

堂
の
現
状
＆
困
り
ご
と
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

（
２
０
２
４
年
７
月
実
施
）
で
は
、
物
価
上

昇
に
よ
る
影
響
を
感
じ
て
い
る
こ
ど
も
食
堂

は
88.
5
％
と
な
っ
て
お
り
、
困
り
ご
と
と

し
て
は
、
運
営
資
金
の
不
足
、
担
い
手
不
足

に
次
い
で
、
食
材
不
足
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
も
ら
っ
て
う
れ
し
い
食
材
・
物
品
で
は
、

米
が
１
位
、
２
位
お
菓
子
、
３
位
お
か
ず
類

（
肉
、
魚
、
加
工
品
等
）
と
続
き
、
物
価
上

昇
や
米
不
足
が
こ
ど
も
食
堂
に
影
響
を
与
え

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
回
の
米
不
足
に
対

し
て
、
政
府
備
蓄
米
等
の
情
報
提
供
を
す
る

　
株
式
会
社
ラ
イ
フ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、「
着
る
機

会
が
な
く
な
っ
た
衣
料
品
」
を
集
め
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
、

そ
の
収
益
を
活
用
し
て
こ
ど
も
食
堂
へ
の
支
援
に
つ
な
げ
る

と
い
う
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
取
り
組
み
で

は
、
お
菓
子
を
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
お
菓

子
は
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
時
期
に
活
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
お

菓
子
セ
ッ
ト
と
し
て
、
京
都
府
内
の
こ
ど
も
食
堂
へ
届
け
ま

し
た
。

　
西
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
な
ど
N
T
T
西
日
本
グ

ル
ー
プ
で
は
、
S
D
G
s
月
間
に
社
員
が
フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ
を
行
い
、
こ
ど
も
食
堂
等
へ
の
支
援
に
つ
な
げ
よ
う

と
い
う
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
取
り
組
み
を
進
め

る
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
に
社
内
で
こ
ど
も
食
堂
等
に
つ

い
て
学
ぶ
機
会
を
も
た
れ
、
社
員
の
方
々
の
関
心
も
協
力

も
高
ま
っ
た
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
い
た
だ
い

た
食
品
、
調
味
料
や
文
房
具
等
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
等
年
末

年
始
の
時
期
に
活
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
セ
ッ
ト
し
、
京

都
府
内
の
こ
ど
も
食
堂
等
へ
届
け
る
予
定
で
す
。

お
客
様
と
と
も
に
取
り
組
む

こ
ど
も
食
堂
等
へ
の
支
援

株
式
会
社
ラ
イ
フ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

社
員
が
取
り
組
む
こ
ど
も

食
堂
等
の
応
援
・
支
援

N
T
T
西
日
本
グ
ル
ー
プ

令和６年寄贈
式の様子。
（10月 24日）

いただいた食
材・文房具等
をこども食堂
等で配布。
（令和５年）

ハロウィンのお菓子
セットの案内チラシ。
たくさんの子どもたち
が喜んでくれました。

ききょょううととフフ
ーードドセセンンタターーかからら

おお菓菓子子ををととどどけけまますす

だきました。 たくさん食べて、明日から

も元気に！

提供：株式会社ライフコーポレーション

（株）ライフコーポレーションの衣料品リ

サイクル収益金で、お菓子の支援をいた

以前は 1升五合でした
が最近は２升必要とな
り、減るのが早くなっ
たと思います。今回、
お米をいただき、当分
心配せずに済みます。

いつもながら、おやつは大
歓迎です。大勢参加してい
る毎週の子どもの居場所で
提供させていただきました。
おやつはみんな大喜びです。

企業の取り組み
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社
会
福
祉
の
増
進
と

ボ
ラ
ン
ティ
ア
活
動
の

活
性
化
を
図
る

　

令
和
６
年
９
月
10
日
（
火
）、
京
都
テ

ル
サ
に
お
い
て
、
第
73
回
京
都
府
社
会
福

祉
大
会
（
京
都
府
・
京
都
府
社
会
福
祉
協

議
会
・
京
都
府
共
同
募
金
会
・
京
都
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
協
会
共
催
）
を
開
催
し
、
京
都

府
内
全
域
か
ら
約
４
０
０
名
の
方
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
京

都
府
人
権
啓
発
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
『
世
界

が
ひ
と
つ
の
家
族
の
よ
う
に
』
の
作
詞
家

で
あ
る
鮎
川
め
ぐ
み
氏
よ
り
、
イ
メ
ー
ジ

ソ
ン
グ
作
成
の
経
緯
が
紹
介
さ
れ
、
会
場

の
皆
さ
ん
と
手
話
を
交
え
て
歌
い
、
改
め

て
人
権
、
人
の
尊
厳
に
つ
い
て
考
え
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
催
者
挨
拶
で
は
、
西
脇
隆
俊
知
事
か

ら
昨
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
京
都
府
総

合
計
画
に
基
づ
き
、
誰
も
が
未
来
に
夢
を

希
望
を
持
て
る
あ
た
た
か
い
京
都
づ
く
り

の
実
現
に
向
け
て
、
地
域
で
安
定
し
た
生

　
主
に
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や

高
齢
世
帯
へ
の
定
期
的
な
見
守
り
訪

問
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
訪
問
は

民
生
児
童
委
員
と
し
て
最
も
大
切
な

活
動
だ
と
考
え
て
お
り
、
変
化
が
な

い
か
様
子
を
確
認
し
な
が
ら
、
困
っ

た
こ
と
が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
相
談
く

だ
さ
い
と
伝
え
て
い
ま
す
。
常
に
住

民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
身
近
な
存
在

で
あ
り
た
い
で
す
し
、
活
動
の
や
り

が
い
や
楽
し
さ
も
広
く
発
信
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

1
9
4
8
年
の
国
連
総
会
で
採
択

さ
れ
た
「
す
べ
て
の
人
間
は
、
生
ま

れ
な
が
ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、
か

つ
、
尊
厳
と
権
利
と
に
つ
い
て
平
等

で
あ
る
」
こ
の
第
１
条
か
ら
始
ま

る
「
世
界
人
権
宣
言
」 

の
65
周
年
の

節
目
で
あ
る
2
0
1
3
年
に
制
作
。

人
権
が
難
し
い
も
の
で
な
く
、
一
人

一
人
に
よ
り
身
近
な
も
の
と
な
る
よ

う
、
親
し
み
や
す
い
歌
を
通
じ
て
、

少
し
で
も
人
権
に
触
れ
て
ほ
し
い
と

の
考
え
の
も
と
、
そ
の
想
い
に
賛
同

さ
れ
た
作
詞
家
鮎
川
め
ぐ
み
さ
ん
と

京
都
に
ゆ
か
り
の
深
い
作
曲
家
の

千せ
ん
じ
ゅ
あ
き
ら

住
明
さ
ん
の
お
二
人
の
手
に
よ
っ

て
生
ま
れ
た
曲
で
す
。

活
が
営
め
る
よ
う
、
き
め
細
や
か
な
支
援

体
制
を
構
築
す
る
な
ど
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
く
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
京
都
府
社
協
小
畑
英
明
会
長
か

ら
人
口
減
少
や
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の

希
薄
化
な
ど
地
域
福
祉
を
取
り
巻
く
環
境

が
変
化
し
て
い
る
中
、「
つ
な
が
り
を
生

か
し
て
誰
も
が
尊
厳
を
持
っ
て
生
き
る
こ

と
が
で
き
る
社
会
」
を
目
指
し
て
、
京
都

府
の
全
て
の
社
会
福
祉
関
係
者
の
皆
様
と

と
も
に
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
地
域
共

生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

受
賞
者
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

第
73
回

京
都
府
社
会
福
祉
大
会
を
開
催
し
ま
し
た

活動報告

福
知
山
市

豊
富
地
区
民
生
児
童
委
員
協
議
会

会
長　

牧　

孝
年　

様

京
都
府
人
権
啓
発
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ

「
世
界
が
ひ
と
つ
の

　
　
　
　

家
族
の
よ
う
に
」 京都府社協小畑英明会長の挨拶曲を紹介する作詞家鮎川めぐみさん詳細はこちらhttps://kyoto-jinken.net/imagesong/campaign/

西
脇
隆
俊
京
都
府
知
事
の
挨
拶

く
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
表
彰
式
典
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
社
会

福
祉
事
業
に
貢
献
さ
れ
た
民
生
委
員
・
児

童
委
員
、
社
会
福
祉
施
設
、
団
体
、
社
協

の
役
職
員
の
方
々
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
活
躍
さ
れ
た
方
、
ま
た
、
多
額
の
寄
付

や
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
が
表
彰
状

･
感
謝
状
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
知
事

表
彰・感
謝
で
は
、
２
３
１
の
個
人・団
体
、

府
社
協
表
彰・感
謝
は
、
３
９
５
の
個
人・

団
体
、
府
共
募
表
彰
・
感
謝
は
、
２
６
０

の
個
人
・
団
体
、
京
都
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協

会
表
彰
は
、
８
の
個
人
へ
表
彰
状
・
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
の
最
後
に
は
、
京
都
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
協
会
竹
下
義
樹
理
事
長
よ
り
誰
も
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

３
事
業
所
か
ら
物
品
の
販
売

各
事
業
所
か
ら
趣
向
を
凝
ら
し
た
商
品
が

販
売
さ
れ
ま
し
た
。
関
心
あ
る
方
は
ぜ
ひ

Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

ら
れ
る
よ
う
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
よ
り
一

層
の
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
で
人

と
人
が
寄
り
添
い
、
支
え
合
う
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
く
旨
の
大
会
決
議

文
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、２
階
の
ロ
ビ
ー
で
は
、京
都
ほ
っ

と
は
あ
と
セ
ン
タ
ー
会
員
の
福
祉
事
業
所

に
よ
る
物
品
販
売
や
京
都
府
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
能
登
半
島
地
震

被
災
地
支
援
等
の
パ
ネ
ル
展
示
が
行
わ
れ
、

多
く
の
来
場
さ
れ
た
方
々
が
見
入
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

　
本
会
と
し
て
も
、
受
賞
さ
れ
た
皆
様
を

始
め
、
地
域
福
祉
活
動
を
行
っ
て
お
ら
れ

る
方
々
と
と
も
に
京
都
府
域
で
の
地
域
福

祉
の
充
実
や
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
、

様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

京都府災害ボランティアセンター運営委員に
京都府知事より感謝状授与

社
会
福
祉
、
ボ
ラ
ン
ティ
ア
に

功
績
の
あ
っ
た

個
人
、
団
体
を
表
彰

サリュ（アクセサリー等） たなべ緑の風作業所（パン） ひこばえ（コーヒー豆）
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ふくしびと 京都府内で福祉の現場で働く人たちの熱い想い、メッセージを生の声でお届けします。
夢中！
熱中 !

笑
顔
を
忘
れ
ず
、

子
ど
も
た
ち
に

寄
り
添
っ
て
い
き
た
い

【施設名】（福）河守福祉会 八雲保育園
【場所】京都府舞鶴市字丸田小字宮の前 27-1
【URL】http://yakumo-hoikuen.com/
【TEL】 0773-82-0278

◆この職場を選んだ決め手は？

◆職場のいいところ

◆休日の過ごし方

いろいろなご縁が重なって、ここを紹介し
ていただきました。

チームワーク抜群です。クラスの垣根を越
えて職員みんなで保育をしているので、心
強いですし、安心感があります。いつも刺
激をもらっています。

小学５年生になる子どもの野球の応援に
行って、元気をもらっています。

由
ゆ り

里 慶
け い こ

子さん八雲保育園　保育士

　「
幼
少
期
に
通
っ
て
い
た
幼
稚
園
の

先
生
の
こ
と
が
大
好
き
で
、『
私
も
先

生
み
た
い
に
な
り
た
い
』
と
子
ど
も
の

頃
か
ら
ず
っ
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
」

と
話
す
由
里
慶
子
さ
ん
。
そ
の
想
い
は

成
長
し
て
も
変
わ
ら
ず
、
短
大
で
保
育

に
つ
い
て
学
び
、
卒
業
後
幼
稚
園
の
先

生
と
し
て
働
き
始
め
ま
す
。
そ
の
後
、

も
っ
と
小
さ
い
年
齢
か
ら
子
ど
も
の
こ

と
を
見
た
い
と
決
意
し
、
八
雲
保
育
園

に
転
職
し
ま
す
。
現
在
は
一
歳
児
ク
ラ

ス
の
担
任
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
自

主
性
を
尊
重
し
な
が
ら
、
日
々
成
長
を

見
守
っ
て
い
ま
す
。

　「
一
人
一
人
の
性
格
や
で
き
る
こ
と

は
違
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
と
接
す
る

と
き
は
、
常
に
笑
顔
で
子
ど
も
の
目
線

に
立
っ
て
、
そ
の
子
の
気
持
ち
に
丁
寧

に
寄
り
添
う
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
」

　
保
護
者
の
方
か
ら
は
「
子
ど
も
た
ち

の
お
世
話
は
大
変
で
し
ょ
う
」
と
言
わ

れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
由
里

さ
ん
は
俯
瞰
的
な
視
点
を
持
っ
て
、
楽

し
み
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
と
接
し
て
い

る
の
で
、
大
変
と
感
じ
る
こ
と
は
な
い

そ
う
で
す
。
む
し
ろ
、
子
ど
も
た
ち
が

日
に
日
に
成
長
す
る
姿
を
間
近
で
見
る

こ
と
が
で
き
る
保
育
士
は
「
感
動
を
も

ら
え
る
仕
事
」
と
話
し
ま
す
。

　「
こ
れ
か
ら
も
笑
顔
を
忘
れ
ず
に
、

子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
っ
て
い
け
る
保

育
士
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

　「
　
　
　
　
　
」（
こ
ん
に
ち
は
）
と
学
生
た

ち
の
前
で
、
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
す
る
ウ
ェ
イ
さ

ん
。
こ
れ
は
、
八
幡
市
社
協
で
行
わ
れ
た
中
高

生
を
対
象
に
し
た
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
一
コ
マ

で
す
。

　
八
幡
市
社
協
で
は
、
7
月
29
日
（
月
）
か
ら

8
月
2
日
（
金
）
の
5
日
間
、
八
幡
市
内
に
在

住
又
は
在
学
す
る
12
歳
か
ら
18
歳
の
方
を
対
象

に
、「
夏
の
ち
ょ
ボ
ラ
学
校
」
を
開
催
。
聴
覚

障
害
の
あ
る
方
や
失
語
症
の
方
と
、
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー
ド
作
り
や
パ
ン
作
り
を
通
じ
て
交
流
す
る

な
ど
、
地
域
で
暮
ら
す
方
々
と
協
力
し
て
様
々

な
体
験
が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。
2
日
目
に
開
講

さ
れ
た
「
　
　
　
　
　
～
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
こ

ん
に
ち
は
～
」
で
は
、
八
幡
市
に
住
む
外
国
人

に
つ
い
て
知
る
こ
と
を
目
的
に
、
キ
ン 

サ
ン 

ウ
ェ
イ
さ
ん
と
テ
ィ 

ラ
イ
ン
さ
ん
夫
妻
を
ゲ

ス
ト
に
招
き
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
言
語
や
遊
び
、

食
べ
物
、
宗
教
な
ど
、
日
本
と
は
異
な
る
文
化

を
学
び
ま
し
た
。

　
夫
ラ
イ
ン
さ
ん
と
の
結
婚
を
機
に
来
日
し
た

ウ
ェ
イ
さ
ん
は
、
飲
食
店
で
の
ア
ル
バ
イ
ト
を

き
っ
か
け
に
少
し
ず
つ
日
本
語
を
覚
え
て
い
き

ま
し
た
。
八
幡
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
団
体

「
八
幡
市
に
ほ
ん
ご
教
室 

世
界
は
テ
マ
ン
」
に

通
う
こ
と
で
よ
り
多
く
の
日
本
語
を
習
得
し
、

ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
団
体
の
方
々
と
の
交

流
も
深
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。ウ
ェ
イ
さ
ん
は
、

「
日
本
に
1
つ
も
ら
っ
た
か
ら
自
分
も
1
つ
返

し
た
い
」
と
言
い
ま
す
。「
日
本
語
を
教
え
て

も
ら
っ
た
分
、自
分
に
で
き
る
こ
と
が
し
た
い
」

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
団
体
の
方
に
相
談
し
、

八
幡
市
社
協
と
繋
が
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
八

幡
市
社
協
が
運
営
す
る
八
寿
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

で
週
1
回
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
時
間
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
始
め
ら
れ
た
当
時
に
つ
い
て
、
八
幡

市
社
協
の
福
冨
儀
夫
さ
ん
は「
ウ
ェ
イ
さ
ん
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
2
回
目
の
と
き
に
は
体
操
で
歌

　「
夏
の
ち
ょ
ボ
ラ
学
校
」
に
参
加
し
、
ウ
ェ

イ
さ
ん
の
話
を
聞
い
た
中
学
生
は
「
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
文
化
は
日
本
み
た
い
な
と
こ
ろ
も
、
違

う
と
こ
ろ
も
色
々
あ
っ
て
お
も
し
ろ
か
っ
た
」

と
気
づ
き
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　
今
回
、
企
画
・
運
営
を
担
当
し
た
福
冨
さ
ん

は
「
ち
ょ
ボ
ラ
学
校
参
加
者
の
感
想
か
ら
、
こ

れ
ま
で
出
会
っ
た
こ
と
が
な
く
て
も
多
く
の
方

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
楽
し
さ
と
様
々

な
立
場
や
想
い
を
も
っ
て
い
る
人
が
地
域
に
い

る
こ
と
を
理
解
し
『
思
い
や
り
』『
助
け
合
い
』

を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
」
と
感
じ
た
と
言

い
ま
す
。「
地
域
で
暮
ら
す
外
国
人
で
は
な
く
、

ウ
ェ
イ
さ
ん
の
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
、
好
き

な
こ
と
な
ど
を
知
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文

化
の
違
い
な
ど
が
あ
っ
て
も
八
幡
市
で
暮
ら
す

同
じ
住
民
な
ん
だ
と
感
じ
る
機
会
が
大
切
。
住

民
同
士
が
『
出
会
い
』『
対
話
』
す
る
機
会
を

こ
れ
か
ら
も
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま

し
た
。

つ
な
が
り
の“
か
た
ち
”

　
　
　
　
ー
と
も
に
生
き
る
社
会
を
つ
く
る
ー

さ
ま
ざ
ま
な
人
が
暮
ら
す
地
域
で
、
多
様
性
を
認
め
合
い
、
思
い
や

り
を
大
切
に
す
る
地
域
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

Vol.2　福祉教育×外国人

暮
ら
し
を
知
る
・と
も
に
学
ぶ

福
祉
教
育
×
外
国
人

取
り
組
み
を
始
め
た
き
っ
か
け

「
日
本
に
1
つ
も
ら
っ
た
か
ら

自
分
も
1
つ
返
し
た
い
」

同
じ
地
域
で
暮
ら
す
住
民
と
し
て

出
会
い
、
知
る
こ
と

ミ
ン
ガ
ラ
ー
バ
ー

う『
北
国
の
春
』の
歌
詞
を
覚
え
て
こ
ら
れ
た
」

と
振
り
返
り
ま
す
。「『
で
き
る
こ
と
を
し
た
い
』

と
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
―
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う

と
す
る
思
い
が
伝
わ
り
、
利
用
者
の
方
や
職
員

の
方
と
す
ぐ
に
打
ち
解
け
、
一
緒
に
笑
顔
で
同

じ
時
間
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
」
と
振
り
返

り
ま
す
。
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社会福祉施設
総合損害補償しせつの損害補償 インターネットで保険料試算できます

ふくしの保険 検索

令和６年度

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、雇用慣行賠償責任保険、役員賠償責任保険、サイバー保険、普通傷害保険、
　労働災害総合保険、約定履行費用保険、動産総合保険、費用・利益保険）です。

߶،ซƟࣔプラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険等）

߶ຮງࡌƟࣔプラン 22
सЇிƟࣔプラン33
ඛय़๊ЇிƟࣔプラン44

❶ 基本補償（賠償・見舞）
▶保険金額

身体賠償（１名・１事故）
基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円
1事故10万円限度 1事故10万円限度

死亡時100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）
受託・管理財物賠償（期間中）
うち現金支払限度額（期間中）
人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）
身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）
被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故

お
見
舞
い
等

老人福祉施設、
障害者支援施設、
児童福祉施設などに

スケールメリットを活かした割安な保険料で
充実補償をご提供します！
スケールメリットを活かした割安な保険料で
充実補償をご提供します！

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は「しせつの損害補償」手引またはホームページをご参照ください。●

〈引受幹事
保険会社〉

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

◆加入対象は、社協の会員である
　社会福祉法人等が運営する社会
　福祉施設です。

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

▶年額保険料（掛金）

基
本
補
償（
A
型
）
見
舞
費
用

付
補
償（
B
型
）

定　　員 基本補償（A型）
35,000～61,460円
68,270～97,000円

1,500円

1～50名
51～100名

100名以降1名～10名増ごと

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

保険期間１年

（SJ23-11446より抜粋）

京
都
の
福
祉

支
え
る
人
を
支
え
る

2024
年
11
月
号

no.616
発
行
所
／
社
会
福
祉
法
人
　
京
都
府
社
会
福
祉
協
議
会

〒
604-0874　

京
都
市
中
京
区
竹
屋
町
通
烏
丸
東
入
ル
清
水
町
375　

TEL.075-252-6291　
 FAX.075-252-6310 

京都府社会福祉協議会からのお知らせ

福知山市福祉職場就職フェア 令和６年度　施設で取り組む
クレーム対応力向上研修

12 月14日（土）
13:00～ 13:30　セミナー
「プロから学ぶ！認知症介護ケア」
13:30～ 15:30　合同就職説明会

日 程

市民交流プラザふくちやま３階　市民交流スペース会 場

学生、一般求職者（未経験者も大歓迎）対 象

本紙は、共同募金の
配分金によって
つくられています。

●本会へのご意見等は、下記URLの「お問合せフォーム」を通じてお寄せください。
　https://www.kyoshakyo.or.jp 京都府社協 検索

（旧Twitter）
 フォローをお願いします！X  @KyoShakyo_   で 検索

現在、募集中の研修は
右記二次元コードよりご覧ください。

研修課ではさまざまな研修を企画・
実施中です。令和６年度に実施予定の
研修は右記二次元コードよりご覧ください。

https://www.kyoshakyo.or.jp/
topics/news/9286

https://www.kyoshakyo.or.jp/
topics/boshyuHP

HP

問合せ先
福祉人材課（京都府福祉人材・研修センター）
TEL：075-252-6297
https://fukujob.kyoshakyo.or.jp

12 月24日（火）10：20～16：30日 程

Zoomを活用したオンライン

社会福祉施設職員・市町村社協職員の
チームリーダー・管理職員

対 象

問合せ先

開催方法

研修課（京都府福祉人材・研修センター）
TEL：075-252-6296


